























 7．投稿原稿の表紙には ⑴ 表題、⑵ 表題の英
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 1．「論文」400 字× 40 枚以内、「研究ノート」
400 字× 25 枚以内、「翻訳・書評・その他」
400 字× 25 枚以内。「研究ノート・その他」
には、研究上の問題提起、内外の動向紹介、
研究プロジェクトの経過報告、調査報告、
他の著書・論文への批判・反論等を含む。
 2．文体は原則として口語体の「である調」と
する。
 3．見出し記号は
　　章：Ⅰ．Ⅱ．Ⅲ．（ローマ数字全角）
　　節：１．２．３．（算用数字全角）
　　項：1）2）3）（算用数字半角・括弧は全角）
　　それ以下を①②③とする。
 4．注は文末にまとめて表記する。本文中の
注番号は、該当箇所の右肩に 1）2）3）と
（ワードプロセッサー脚注機能を使用し）半
角 8ptで表示する。
 5．図、表は原稿の挿入するべき場所に図１、
表１のように記入し配置する。また別の用
紙に図、表を添付して提出する。
 ＊ 他の著作物からの転載の場合は、出典を
図、表の下に明示することとする。
 編集委員会が必要と判断した場合、執筆者
は著作者から承諾を得る。
 6．邦題には、英字タイトルをつける。
 7．キーワードを 3〜5 個程度つける。
 8．執筆者による校正は原則として再校までと
する。それゆえ再校の段階では、できる限
り新たな加筆訂正は行わない事とする。
 9．本＜執筆・投稿規定＞は、執筆者と印刷の
やりとりの上で問題が浮上した場合、それ
を改善すべく、各投稿者の進捗状況に混乱
の起こらないよう出来る限りの配慮をしつ
つ、必要時に改訂を行う。
10.  Web上での公開
 掲載された著作物については、立教大学学
術リポジトリ（https://rikkyo.repo.nii.ac.jp/）
に登録し、公開する。
〔付帯事項〕
＊ 執筆者に対する抜き刷りの進呈は、原則とし
て30部を上限とし、執筆者は希望部数を申告
する。共同執筆の場合は、全体で 30 部とし、
それを越える分については、費用を執筆者が
負担する。
